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地域コミュニティーを再生し、孤立化を防ぐ取り組み

あたたかなつながりを実感できる、
みんなが主役のまちづくり

高島市社会福祉協議会
地域福祉課 井岡 仁志
http://takashima-shakyo.or.jp



自己紹介
• 名前：井岡仁志（いおかひとし）

• 所属：高島市社会福祉協議会 地域福祉課

• 役職：地域福祉課長 兼 ボランティア・福
祉学習センター長 社会福祉士

• 1962年奈良市生まれ51歳。大阪のＦＭラジオ
制作会社、デザイン会社の企画・営業を経て、
30代で滋賀県朽木村に移住。６年間（財）森
林文化協会職員として木こり生活を送る。そ
の後、朽木村社協、合併後は高島市社協職員。
社協歴13年目に突入。

• （特活）日本ボランティアコーディネータ―
協会理事
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人口減少、少子高齢化の進行

●単身世帯の増加、家族・親族、地域
で助け合う力が低下。孤立の増大。

ご近所・地域での支え合い、公民協働の
取り組み＝地域社会全体での総合的な
協調、協力関係の仕組みづくりが求めら
れる。



計画推進期間：平成２２年度～２６年度

私たち住民が、どんなまちに住みたいか、

みんなで考え、主体的に取り組むための

民間側からの行動計画



住民福祉協議会

福祉推進委員会
区・自治会
×204

旧町村（中学
校区）×6

市
市の地域福祉計画と連携

地域福祉推進計画

住民福祉活動計画に基
づく多様な活動

集落福祉活動の基盤組織

多様なネットワーク

三層の地域福祉推進基盤
計画の評価・推進

●福祉のまちづくり推進委員会

三大活動：
サロン、見守り
生活支援

市内９割の区・自治会に組織化



日常的な見守りによ
る課題の早期発見

専門機関ネットワーク（公助） 自治会内ネットワーク（自助・互助）

傾聴ボランティアや生活支援ボラン
ティア、有償助け合いサービスによる
一人ひとりに合った手助け

制度による
専門的な支援

必要な医療福祉サービス

生活資金貸付、家計管理、
就労支援

継続的な相談援助 など

ボランティア、ＮＰＯ、企業等
の連携（共助）

社協の
総合調整力
開発力

SHAKYO

一人ひとりを
支える多様な
主体の連携



見守りネットワーク活動（訪問型）



見守りネットワーク活動（居場所強化型）





見守り活動による
地域で孤立する人の発見と支援



区長、民生委員、福祉推進委員会、老人クラブ、ケアマネ
ジャー、社協が参加。１５人の住民と気になる方約３０人の情
報を共有。



ひとり暮らし高齢者世帯 155

高齢者のみ世帯 264

障害児者を構成員に含む世
帯 52

ひとり親（母子・父子）世
帯 44

複合 35

その他 6

合計 556

認知症がある 45

要支援・要介護認定を受けている 119

上記以外の高齢者 77

身体障害がある 27

知的障害がある 15

発達障害がある 2

精神障害がある 4

難病がある 6

アルコール依存がある 1

引きこもり状態にある 6

求職中である 3

多重債務がある 2

消費者被害を受けている 1

経済的に困窮している 8

障害がある子どもを育てている 5

保護者の育児不安がある 1

不登校の子どもがいる 2

平成２３年度見守りネットワークに取組んだ２１の区・自治会からの回答集計

担い手の数 231

人

平 均 11人

見守り会議
の開催

100

％





見守りネット
ワーク活動
推 進 会 議

福祉のまちづくり
推進委員会 障がい者支援セ

ンター
民生委員児童委員

ＮＰＯ法人
ボランティアセンター
運営委員

市社会福祉課

市障がい福祉課

市健康推進課

市地域包括支援
センター

県警生活安全課郵便局

生活協同組合赤十字奉仕団

老人クラブ

県保健所

市社協

県社協

ひきこもり家族会



住民による見守りネットワーク活動と関係機関等の具体的な
連携に関する方策について（アイデア出し、課題出しのグル
ープワーク）



市全域に地域の見守りネットワークを波及さ
せていくため、住民と関係機関等が一緒に
取り組みの方策を総合的に話し合う場。

多分野の関係機関や団体が、また住民と専
門職が、お互いを知り合い、協働関係を生
み出す場。

見守りは住民のみで完結するものではなく、
広く関係機関や団体、福祉事業所、企業や
NPOなどの参画、協働により、重層的な見
守りにしていく必要がある。



 組織づくり、マップづくりなど地域へのアプローチ
方法

 地域での防災支援体制づくりを社協としてどう伝
えていくか

ご清聴ありがとうございました。


